
 

 

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
案
） 
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済

産
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委

員
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政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

大
規
模
送
電
線
及
び
大
規
模
電
源
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
及
び
安
定
供
給
の
観
点
か
ら
、
そ
の
必
要
性
並
び

に
国
の
関
与
及
び
支
援
の
在
り
方
を
明
確
に
し
、
国
が
主
体
的
に
責
任
を
果
た
し
つ
つ
推
進
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
大
規
模
需
要
の
不
確

実
性
も
考
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
に
当
た
っ
て
は
、
出
力
変
動
を
補
完
す
る
調
整
力
及
び
供
給
力
の
確
保

並
び
に
系
統
整
備
費
そ
の
他
関
連
費
用
が
需
要
家
の
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
、
広
く
国
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
推
進
す

る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
将
来
に
わ
た
る
電
力
の
需
給
見
通
し
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
の
知
見
を
尊
重

し
、
実
態
に
近
い
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

二 

地
域
内
送
電
線
等
及
び
大
規
模
電
源
の
整
備
計
画
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
予
見
可
能
性
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
そ
の

基
準
を
明
確
に
定
め
、
そ
の
基
準
の
内
容
に
つ
い
て
は
国
会
の
求
め
に
応
じ
、
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
。
ま
た
、
整
備
等
に
必
要
な
資

金
の
貸
付
け
原
資
に
は
財
政
投
融
資
等
の
公
的
資
金
を
含
む
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
妥
当
性
、
回
収
可
能
性
、
政
策
効
果
等
に
つ
い
て
、

事
後
の
検
証
が
可
能
な
形
で
定
期
的
に
評
価
・
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
国
際
的
な
脱
炭
素
化
の
状
況
や
電
力
需
要
の
見
通
し
の
変
化

等
も
踏
ま
え
、
必
要
な
投
資
が
適
切
に
進
む
よ
う
制
度
を
設
計
す
る
こ
と
。 

 



 

 

三 

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
が
一
般
送
配
電
事
業
者
等
及
び
大
規
模
発
電
事
業
者
に
対
し
て
行
う
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
透

明
性
・
公
平
性
の
確
保
に
留
意
し
た
上
で
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
貸
付
業
務
の
知
見
を
有
す
る
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
こ
と
。 

 

四 

大
規
模
発
電
事
業
者
が
大
規
模
電
源
を
休
廃
止
す
る
際
に
一
般
送
配
電
事
業
者
等
と
の
事
前
協
議
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当

該
情
報
が
大
規
模
発
電
事
業
者
に
と
っ
て
秘
匿
性
が
高
く
、
地
域
経
済
や
雇
用
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
該
情
報

が
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
。
特
に
大
規
模
火
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
国
際
情
勢
の
変
化
等
に
対
応
す
る
た
め
に

停
止
及
び
稼
働
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
で
き
る
限
り
長
期
の
需
給
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
産
業
や
人
材
育
成
、

雇
用
の
持
続
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
そ
の
事
業
継
続
の
経
営
判
断
に
お
い
て
事
業
者
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

五 

広
域
で
の
電
力
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
る
値
差
収
益
に
つ
い
て
は
、
そ
の
収
益
が
地
域
間
連
系
線
の
制
約
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
広
域
系
統
整
備
そ
の
他
電
力
の
安
定
供
給
の
確
保
に
真
に
資
す
る
事
業
の
財
源
に
充
当
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
使
途
を
明
確

に
定
め
た
上
で
運
用
す
る
こ
と
。
ま
た
、
予
算
計
上
に
際
し
て
は
、
透
明
性
の
確
保
に
努
め
、
国
民
及
び
国
会
に
対
す
る
説
明
責
任
を
十

分
に
果
た
す
こ
と
。 

 

六 

電
力
取
引
市
場
制
度
の
見
直
し
及
び
新
た
な
市
場
の
創
設
に
当
た
っ
て
は
、
制
度
の
過
度
な
複
雑
化
に
よ
り
国
民
及
び
事
業
者
等
の

理
解
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意
し
、
十
分
な
周
知
及
び
準
備
期
間
の
確
保
を
図
る
こ
と
。 

 

七 

小
売
電
気
事
業
者
に
よ
る
不
適
切
な
販
売
行
為
そ
の
他
不
正
行
為
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
確
保
の
観
点
か

ら
、
監
督
及
び
取
締
り
並
び
に
必
要
な
制
度
整
備
の
強
化
を
図
る
こ
と
。 

 



 

 

 
八 

太
陽
電
池
発
電
設
備
の
構
造
安
全
性
に
関
す
る
適
合
性
確
認
の
詳
細
な
制
度
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
登
録
適
合
性
確
認
機
関
の
審
査

に
加
え
、
適
切
な
構
造
安
全
性
を
有
す
る
設
備
に
関
す
る
民
間
認
証
制
度
や
規
格
を
活
用
し
た
標
準
化
等
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
、
必
要
と
な
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

九 

太
陽
電
池
発
電
設
備
等
の
安
全
性
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
構
造
安
全
性
の
み
な
ら
ず
、
設
備
管
理
者
の
作
業
安
全
、
火
災
等
に
よ
る

被
災
防
止
及
び
消
火
活
動
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
新
技
術
の
導
入
及
び
設
置
環
境
の
多
様
化
に
対
応
し
、
実
効
性
の
あ
る
保
安
制
度
の
整
備
及
び
高
度
化
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
組
を
進
め
る
こ
と
。 

 

十 

事
業
用
電
気
工
作
物
の
事
故
原
因
究
明
や
再
発
防
止
等
に
つ
い
て
は
、
設
置
者
の
求
め
に
応
じ
て
製
造
事
業
者
等
か
ら
十
分
な
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
の
体
制
強
化
を
含

め
、
行
政
機
関
に
お
け
る
事
故
原
因
の
分
析
能
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。 

 

十
一 

電
力
設
備
の
整
備
及
び
保
守
保
安
に
従
事
す
る
人
材
が
安
定
供
給
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
点
検
及
び
保
守
業
務
の
増

加
、
高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
、
現
場
の
人
材
不
足
の
深
刻
化
が
見
込
ま
れ
る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
電
力
関
連
産
業
の

将
来
方
針
を
示
し
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
産
学
官
の
連
携
の
下
、
人
材
の
確
保
及
び
育
成
に
関
し

必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
本
法
の
制
度
対
応
に
伴
う
現
場
の
業
務
負
担
に
配
慮
し
、
適
切
な
労
働
環
境
の
確
保
が

図
ら
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
保
安
規
制
の
実
効
性
は
、
そ
れ
を
担
う
人
材
の
確
保
及
び
現
場
の
実
態
に
依
拠
す
る
こ
と

に
鑑
み
、
そ
の
実
態
を
十
分
に
踏
ま
え
た
制
度
運
用
を
行
う
こ
と
。 

 



 

 

十
二 

平
成
二
十
七
年
に
成
立
し
た
改
正
電
気
事
業
法
の
附
則
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
電
気

事
業
及
び
電
力
シ
ス
テ
ム
の
制
度
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、
本
法
の
実
施
状
況
及
び
効
果
の
検
証
を
含
め
、
継
続
し
て
実
施
す
る

こ
と
。 

 

十
三 

大
規
模
電
源
と
し
て
の
太
陽
電
池
発
電
設
備
、
風
力
発
電
設
備
の
導
入
の
促
進
に
当
た
っ
て
は
、
出
力
当
た
り
の
開
発
面
積
が
大

き
く
、
設
備
撤
去
後
ま
で
含
め
た
環
境
と
住
民
生
活
へ
の
影
響
が
広
範
囲
・
長
期
間
に
及
ぶ
特
性
を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁
と
も
連
携
し
、

地
域
と
の
共
生
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
安
全
性
の
確
保
、
自
然
環
境
の
保
護
、
景
観
の
保
護
等
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


